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食品ロス削減の啓発ポスター・ステッカーの配布　　　　　 お知らせ

お問い合わせ先

町民課　　　　　☎２２‐３１１７
大正町民生活課　☎２７‐０１１２
十和町民生活課　☎２８‐５１１２

国民健康保険の加入・喪失の手続きについて

●健康保険資格喪失連絡票
●来庁者の本人確認ができるもの
　（マイナンバーカード・運転免許証など）
●委任状（別世帯の方が届出をする場合）

●国保を脱退される方全員分の「資格確認書(社会保険証)」
または「資格情報のお知らせ（A4サイズ）」
●国保を脱退される方全員分の「国民健康保険証」または
「国民健康保険資格確認書」
●来庁者の本人確認ができるもの（マイナンバーカード・運
転免許証など）
●委任状（別世帯の方が届出をする場合）

職場の健康保険を喪失し、
国保に加入する場合

職場の健康保険に加入した場合
→ 喪失の手続きが必要です。

マイナ保険証の有無に関わらず、これまで通り役場での手続きが必要です！
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急 募 清掃のお仕事（窪川地域）　

窪川地域の公共施設などで清掃をしていただける方を募集いたします。
募集は、原則60歳以上の健康で働く意欲のある方でシルバー人材センターの会員になる方。
お問い合わせは、四万十町シルバー人材センター事務局までお願いします。

会 員 募 集 ! 【お問い合わせ先】
 （公社）四万十町シルバー人材センター
　四万十町香月が丘4番20号（ふるさと未来館内）　☎29-6021

いつでもお気軽にお問い合わせください。

本町では、SDGs推進の取り組みの１つとして、産官学連携による「食品ロス」の削
減を進めています。
その一環で、株式会社アッシェ（高知市）とSDGs推進に係る連携協定を交わし、保
育所や小学校で出前授業を実施するなど啓発活動に努めています。今回、食品を扱う
町内の事業者（特に小売・飲食業）の皆さまにも啓発活動にご協力いただきたく、オリ
ジナルの啓発ポスターとステッカーを作成しました。店舗などに掲示していただける
場合は、企画課までご連絡ください。

企画課　☎２２-３１２４お問い合わせ先

ポスター事業所に掲示してもらったポスター

ステッカー

防災連載企画 №10

能登半島地震からの警告！

次回

　能登半島地震では、避難所の生活環境が悪く、その影響を乳幼児や子どもたちが受けるケースもありました。
　避難所での乳幼児対策は、全国的にもまだまだ不十分で、粉ミルクや液体ミルクは約７割の自治体で備蓄されているものの、乳幼児用の
おしりふきや離乳食の備蓄は１～２割程度にとどまっています。
　今回は、町の避難所の子ども対策と家庭での備蓄例についてご紹介します。

【お問い合わせ先】 危機管理課 　☎22-3280

ママとパパ必見！安心して赤ちゃんと避難するために！ママとパパ必見！安心して赤ちゃんと避難するために！

避難所での対策
非常用持ち出し袋には子どもや乳幼児の物も準備しましょう！

個人の備蓄対策

①赤ちゃんの泣き声でケンカ・トラブルに。
②授乳中にのぞかれる。
③避難所内に舞い上がるホコリ・ウイルス。
④避難所内では赤ちゃんが不安で寝つけない。

避難所での問題・不安
①食べ物がない
②ベットがない
③おしりふきなど衛生用品がない
④オムツがない

乳幼児用の備蓄問題

「元気の源、避難所での食事問題！」

□ 母子健康手帳、健康保険証
□ オムツ・お尻ふき
□ 授乳用ケープ、ミルクセット
□ スプーン、紙コップ
□ キッチン用ラップ
□ ガーゼ

□ 抱っこ紐
□ 非常食、離乳食
□ ビタミン剤
□ 着替え、靴、防寒具
□ マスク
□ おもちゃ　　　　… など

①乳幼児連れ専用スペースの確保
　⇒赤ちゃんの泣き声やのぞきなどのトラブル・被害の防止！

②避難所の衛生管理の徹底
　⇒清掃用具や感染症対策物品を備蓄！

③乳幼児に対する物資の備蓄
　⇒液体・粉ミルクやオムツなどを備蓄！
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本町の
年間食品ロス量

※25ｍプール約2杯分

一般家庭
約139トン
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